
朝
鮮
民
衆
の
過
酷
な
生
活
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
初
の
史
料
集

韓
国
併
合
一
〇
〇
年
。
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
日
本
は
何
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
の
か
。

そ
の
答
え
は
朝
鮮
の
民
衆
、
そ
の
多
数
を
占
め
た
農
民
の
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
。

本
史
料
集
は
一
般
民
衆
の
基
本
的
な
生
存
条
件
で
あ
る
食
と
健
康
を
中
心
に
、

人
口
動
態
、
農
民
階
層
、
自
然
災
害
、
民
衆
の
動
向
・
言
動
等
を
通
じ
て
、

戦
時
下
朝
鮮
民
衆
の
生
活
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

樋
口
雄
一
編
・
解
説　

編
集
復
刻
版�

緑
蔭
書
房
活
生
の
衆
民
鮮
朝戦

下
時

朝
鮮
労
務

１
９
４
１
、
朝
鮮
総
督
府
の
労
務
対
策
協
力
団
体
と
し
て
設
立
し

た
「
朝
鮮
労
務
協
会
」
の
幻
の
機
関
誌
。
戦
時
下
朝
鮮
の
労
働
力
動

員
政
策
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
貴
重
な
資
料
。
全
20
冊

（
１
９
４
１
～
４
５
）
を
収
録
。

■
庵
逧
由
香
編
・
解
説　
全
４
巻
・
別
冊
１　
本
体
６
６
、０
０
０
円

戦
時
下
朝
鮮
人

労
務
動
員
基
礎
資
料
集

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
朝
鮮
に
お
け
る
戦
時
労
務
動
員
の
実
態
を
示

す
初
の
基
礎
資
料
集
。
主
要
資
料
は
、
労
務
動
員
の
法
的
資
料
、
農

村
の
農
民
移
動
資
料
、
労
働
者
の
基
礎
調
査
資
料
及
び
労
務
資
源
調

査
を
中
心
に
し
た
総
督
府
の
公
文
書
資
料
。

■
樋
口
雄
一
編
・
解
説　
全
５
巻　
本
体
９
０
、０
０
０
円

総
動
員

国
民
精
神
総
動
員
朝
鮮
聯
盟
編　

１
９
３
９
～
４
０
年
の
朝
鮮
に
お

け
る
皇
民
化
・
内
鮮
一
体
を
促
進
し
、
総
督
府
の
文
化
統
治
政
策
の

一
翼
を
担
っ
た
聯
盟
の
機
関
誌
。
戦
時
下
朝
鮮
の
植
民
地
政
策
の
実

態
を
知
る
資
料
。［
日
本
植
民
地
文
化
運
動
資
料
8
］

■
宮
田
節
子
解
題　
全
４
巻
・
別
冊
１　
本
体
７
２
、０
０
０
円

編
集
・
解
説

樋
口
雄
一（
朝
鮮
近
現
代
史
研
究
者
）

戦
時
下

朝
鮮
民
衆
の
生
活

　

本
史
料
の
特
色

▼
本
史
料
は
日
本
の
植
民
地
支
配
の
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

▼�

植
民
地
朝
鮮
の
近
代
化
は
朝
鮮
民
衆
の
多
数
を
占
め
る
農
民
の
幸
福
の

増
進
を
殆
ん
ど
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
事
実
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
示
し
て

い
る
。
特
に
植
民
地
期
を
通
じ
て
戦
時
下
の
民
衆
の
生
活
が
最
も
悲
惨

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

▼�

民
衆
の
生
命
維
持
の
基
本
要
因
で
あ
る
食
と
健
康
に
関
す
る
史
料
を
初

め
て
網
羅
し
て
収
録
。

▼�

戦
時
期
の
朝
鮮
民
衆
の
動
向
・
言
動
を
記
録
し
た
朝
鮮
総
督
府
等
の
史

料
も
収
録
し
た
。

推
薦

趙　

景
達（
千
葉
大
学
教
授
）

水
野
直
樹（
京
都
大
学
教
授
）

体
裁

編
集
復
刻
版
／
全
四
巻
／
Ａ
５
判
・
上
製
・
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

▼
解
説
は
第
四
巻
に
所
収

揃
定
価﹇
本
体
８
０
、０
０
０
円
＋
税
﹈（
分
売
不
可
）

　　
　
　
　
　
　
　

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
9
7
7
4
-1
3
0
-7

　

C
3
3
3
6

関連図書
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取扱店

◆
推
薦
し
ま
す

植
民
地
近
代
化
論
の
言
説
か
ら
排
除

さ
れ
た
朝
鮮
民
衆
の
実
相
を
知
る
史
料
集

�

趙
景
達（
チ
ョ
・
キ
ョ
ン
ダ
ル　

千
葉
大
学
教
授
）

植
民
地
朝
鮮
で
は
近
代
化
が
進
行
し
、
人
々
の
生
活
も
向
上
に
向
か
っ
た
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
植
民
地
近
代
化
論
が
歴
史
学
界
の
一
部
を
席
巻
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
民

衆
世
界
の
微
細
も
見
ず
に
論
じ
ら
れ
た
言
説
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
と
り
わ
け
総
力
戦

体
制
期
に
は
、
朝
鮮
民
衆
は
さ
ま
ざ
ま
な
収
奪
や
供
出
に
喘
い
で
お
り
、
生
活
は
徐
々
に

破
綻
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
た
。
そ
う
し
た
実
証
研
究
を

も
っ
と
も
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
の
が
、
樋
口
雄
一
氏
で
あ
る
。
本
史
料
集
は
、
そ
の
樋

口
氏
が
長
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
膨
大
な
史
料
を
項
目
的
に
分
類
し
、
読
み
や
す

く
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

植
民
地
期
朝
鮮
民
衆
は
、
総
督
府
的
な
言
説
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
た
存
在
と
し
て
あ
っ

た
と
い
う
の
が
、年
来
の
私
の
考
え
で
あ
る
。
植
民
地
公
共
性
と
い
う
の
は
、た
と
え
あ
っ

た
と
し
て
も
幻
想
で
し
か
な
い
し
、
そ
れ
に
投
企
し
て
い
っ
た
者
は
財
界
人
や
知
識
人
、

都
市
有
産
者
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
植
民
地
性
の
重
層
性
」
が
読
み
取
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抑
圧
移
譲
の
論
理
は
植
民
地
に
お
い
て
こ
そ
、
鋭
く
貫
徹
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
総
力
戦
体
制
期
に
は
よ
り
一
層
顕
在
化
し
て
い
く
。

植
民
地
民
衆
を
理
解
す
る
際
に
は
、
そ
の
心
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
し

か
し
言
葉
を
残
そ
う
と
し
な
い
民
衆
の
心
性
を
探
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
様
々
な
統
計
資
料
の
な
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
ま
た
、
総
督

府
官
僚
や
知
識
人
の
観
察
資
料
も
、
史
料
批
判
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
行
間
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
民
衆
像
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
史
料
集
に
は
そ
う
し
た
史
料
が
余
す
こ
と
な
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
集
の
刊

行
に
よ
っ
て
、今
後
研
究
の
向
上
が
飛
躍
的
に
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

◆
推
薦
し
ま
す

戦
時
期
の
植
民
地
政
策
の
実
態
・
朝
鮮

民
衆
の
生
活
実
態
を
明
証
す
る
史
料
集

�

水
野
直
樹（
み
ず
の
・
な
お
き　

京
都
大
学
教
授
）

日
中
戦
争
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
植
民
地
政
策
に
つ
い
て
は
、
志

願
兵
制
度
、
神
社
参
拝
の
強
要
、
労
働
者
強
制
動
員
、
創
氏
改
名
、
徴
兵
制
実
施
、
日

本
語
普
及
、
あ
る
い
は
日
本
軍
性
奴
隷
（
い
わ
ゆ
る
「
日
本
軍
慰
安
婦
」）
の
動
員
な
ど
、

か
な
り
多
く
の
こ
と
が
ら
が
歴
史
教
科
書
・
概
説
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
政
策
の
実
態
と
な
る
と
、
史
料
不
足
の
た
め
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い

い
難
い
。
ま
た
、
金
属
類
供
出
、
食
糧
供
出
な
ど
、
日
本
「
内
地
」
で
な
さ
れ
た
の
と
同

じ
政
策
が
、
植
民
地
に
お
い
て
は
よ
り
苛
酷
な
形
で
実
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

今
回
、
戦
時
期
の
朝
鮮
民
衆
の
生
活
実
態
を
記
録
し
た
朝
鮮
総
督
府
な
ど
の
史
料
が
編

集
・
復
刻
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
・
市
民
の
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
、
戦
時
期
の
植
民

地
社
会
が
実
態
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
き
わ

め
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
食
生
活
、
健
康
・
疾
病
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
を
記
し
た
史
料
が
収
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
存
在
は

知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
利
用
し
や
す
い
形
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
『
経
済
治
安
日
報
（
週

報
）』
の
記
事
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
経
済
統
制
に
対
す
る
民
衆
の
反
応
、
流
言
蜚
語
と

し
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
っ
た
言
動
な
ど
か
ら
、
戦
時
期
の
朝
鮮
社
会
の
実
相
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

蓄
積
の
少
な
い
戦
時
期
の
植
民
地
研
究
が
、
こ
の
史
料
集
の
刊
行
を
き
っ
か
け
に
大
い

に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

2010.11.10

全
四
巻



第
一
巻
＊
四
七
八
頁

Ⅰ　
人
口
構
成

朝
鮮
に
於
け
る
人
口
に
関
す
る
諸
統
計

●
朝
鮮
厚
生
協
会
●
一
九
四
三・六

　

一
九
四
〇・一
〇
現
在
の
統
計
を
編
纂
し
た
も
の

極
秘『
人
口
調
査
結
果
報
告
』

●
朝
鮮
総
督
府
●
一
九
四
四・五

朝
鮮
植
民
地
末
期
の
最
新
に
し
て
最
後
の
朝
鮮
人
口
統
計

Ⅱ　
農
民
の
生
活
―
地
域
性
と
階
層
構
成

朝
鮮
農
民
生
活
の
状
況
一・二〈
調
査
月
報
一
一
―
三
〉

●
印
貞
植
●
朝
鮮
総
督
府
●
一
九
四
〇・三

　

京
畿
道
楊
州
郡
・
江
原
道
鉄
原
郡
の
小
作
農
生
活
状
況
調
査
書

朝
鮮
の
農
業
地
帯
と
土
地
利
用
率〈
調
査
月
報
一
一
―
六
〉

●
印
貞
植
●
朝
鮮
総
督
府
●
一
九
四
〇・六

　

朝
鮮
農
業
の
地
域
的
特
徴
と
経
営
規
模
の
零
細
性
の
考
察

火
田
農
業
の
一
研
究〈
調
査
月
報
一
一
―
九
〉

●
印
貞
植
●
朝
鮮
総
督
府
●
一
九
四
〇・九

　

咸
鏡
北
道
茂
山
郡
内
の
火
田
地
域
の
実
態
調
査

朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
農
村
民
ノ
社
会
衛
生
学
的
観
察

　

其
一　
開
豊
郡
農
家
ノ
経
済〈
京
城
医
学
専
門
学
校
紀
要
一
二
―
七
〉

●
榊
原
栄
一
ほ
か
●
京
城
医
学
専
門
学
校
●
一
九
四
二・七

　
京
畿
道
開
豊
郡
の
更
生
指
導
模
範
部
落
の
経
済
調
査
と
分
析

朝
鮮
農
家
経
済
の
地
域
性〈
調
査
月
報
一
三
―
九
〉

●
陸
芝
修
●
朝
鮮
総
督
府
●
一
九
四
二・九

　

全
朝
鮮
的
な
農
家
経
済
の
実
態
に
基
づ
く
地
域
性
の
分
析

農
民
経
営
の
零
細
性〈
朝
鮮
農
政
の
課
題
〉

●
久
間
健
一
●
成
美
堂
●
一
九
四
四・一

　

朝
鮮
農
業
経
営
の
零
細
性
に
つ
い
て
の
考
察

農
軍
生
活
の
惨
状〈
朝
鮮
農
会
報
八
―
一
〇
〉

●
金
景
煥
●
朝
鮮
農
会
●
朝
鮮
農
会
調
査
課
●
一
九
三
四・一
〇

　

朝
鮮
農
民
の
苦
し
い
生
活
状
況
を
描
写

端
境
期
に
於
け
る
貧
窮
農
民
の
食
糧
に
就
て〈
警
務
彙
報
三
六
四
〉

●
老
農
生
●
朝
鮮
警
察
協
会
●
一
九
三
六・八

　

�

端
境
期
に
多
く
の
農
民
が
食
糧
欠
乏
と
な
る
事
実
を
当
局
が
認
め
た

も
の

第
二
巻
＊
五
四
二
頁

Ⅲ　
食
と
栄
養

朝
鮮
住
民
の
食
に
関
す
る
栄
養
学
的
観
察
●
高
井
俊
夫

　

�

朝
鮮
に
於
け
る
各
地
方
住
民
の
主
食
物
並
に
副
食
物
に
就
い

て〈
城
大
小
児
科
雑
誌
一
一
―
五
〉
●
一
九
四
〇・三

朝
鮮
食
の
地
域
的
季
節
的
種
類
別
分
類
調
査
の
唯
一
の
史
料

　

�

朝
鮮
に
於
け
る
都
市
並
に
農
村
学
童
の
主
食
、
副
食
、
間
食

に
つ
い
て〈
同
右
〉

京
畿
道
内
の
都
市
と
農
村
学
童
の
食
生
活
の
比
較
調
査

朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
山
間
地
方
住
民
食
ノ
栄
養
学
的
研
究

〈
京
城
医
学
専
門
学
校
紀
要
一
〇
―
六
〉
●
広
川
幸
三
郎
●
一
九
四
〇・六

　

江
原
道
山
間
住
民
の
栄
養
学
的
分
析

朝
鮮
に
於
け
る
雑
草
並
樹
木
葉
中
のVitam

inC

含
有
量
に
就

て〈
城
大
小
児
科
雑
誌
一
一
―
八
〉

●
高
井
俊
夫・
茅
野
昌
厚・
岡
田
忠
雄
●
一
九
四
一・五

　

�

春
窮
期
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
欠
乏
補
給
と
し
て
食
す
山
野
の
雑
草
・
樹

葉
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
含
有
量
を
測
定
し
た
も
の

朝
鮮
の
住
民
食
に
関
す
る
若
干
の
考
察（
上・
下
）

〈
調
査
月
報
一
三・九
、一
〇
〉
●
中
谷
忠
治
●
一
九
四
二・九
、一
〇

　

全
朝
鮮
的
な
朝
鮮
民
衆
の
食
の
質
と
量
に
関
す
る
調
査
研
究

朝
鮮
食
物
概
論
●
豊
山
泰
次
＝
金
浩
稙
●
生
活
科
学
社
●
一
九
四
五・四

　

�

農
村・山
村・都
会
別
の
主
食
・
副
食
の
種
類
・
品
名
と
そ
の
調
理
法
の

全
朝
鮮
的
調
査
書
。
戦
時
末
期
の
農
民
の
食
生
活
を
知
る
好
個
の
史
料

Ⅳ　
健
康

①
寿
命

朝
鮮
住
民
の
生
存
力〈
朝
鮮
二
九
一
〉

●
水
島
治
夫
●
学
務
局
社
会
教
育
課
●
一
九
三
九・八

　

�

朝
鮮
人
の
平
均
寿
命
の
低
さ
は
乳
幼
児
死
亡
率
の
高
さ
に
比
例
し
て

い
る
こ
と
を
分
析

道
別
朝
鮮
人
生
命
表〈
朝
鮮
医
学
会
雑
誌
三
〇
―
七・八
〉

●
原
藤
周
衛
●
朝
鮮
医
学
会
●
一
九
四
〇・八

　

死
亡
率
の
地
域
的
類
型
・
健
康
度
の
地
理
的
分
布
史
料

朝
鮮
人
乳
児
死
亡
率
に
関
す
る
一
考
察〈
朝
鮮
社
会
事
業
二
〇
―
七
〉

●
弘
中
進
●
朝
鮮
社
会
事
業
研
究
会
●
一
九
四
二・七

　

�

全
朝
鮮
の
調
査
統
計
の
不
正
確
さ
と「
京
城
」に
お
け
る
乳
幼
児
の
死

亡
率
が
現
実
を
反
映
し
た
も
の
に
近
い
こ
と
を
分
析

②
体
位

半
島
農
村
青
年
の
体
位
向
上
に
関
す
る
一
考
察〈
調
査
月
報
九
―
一
〇
〉

●
加
藤
鼎
●
一
九
三
八・一
〇

　

農
山
漁
村
青
年
の
栄
養
不
足
と
体
位
低
下
の
原
因
に
つ
い
て
の
分
析

半
島
青
年
体
位
の
現
勢〈
朝
鮮
二
九
一
〉

●
学
務
局
社
会
教
育
課
●
一
九
三
九・八

　

�

青
年
団
員
（
一
五
～
二
〇
歳
農
村
出
身
者
）
の
体
格
が
日
本
人
学
生

児
童
・
朝
鮮
人
就
学
者
に
比
べ
て
全
て
で
低
い
こ
と
を
示
す
統
計

学
齢
期
ニ
於
ケ
ル
朝
鮮
児
童
ノ
体
位
ニ
関
ス
ル
研
究
●
裴
永
基

　

第
１
編　

学
童
ト
非
学
童
ト
ノ
体
格
ノ
比
較

〈
朝
鮮
医
学
会
雑
誌
二
九
―
一
〇
〉
●
一
九
三
九・一
〇

　

第
２
編　

地
域
別
体
格
ノ
比
較〈
同
三
一
―
八　
研
究
篇
〉

●
一
九
四
一・八

　

第
３
編　

地
域
別
肺
活
量
ノ
比
較〈
同
三
一
―
一
一　
研
究
篇
〉

●
一
九
四
一・一
一

　

第
４
編　

地
域
別
握
力
、
背
筋
力
ノ
比
較〈
同
右
〉

都
市
・
平
地
・
山
岳
地
の
学
童
の
体
格
の
統
計
と
比
較
考
察

朝
鮮
人
体
ノ
質
量
比
例（
重
心
）ニ
関
ス
ル
研
究

〈
朝
鮮
医
学
会
雑
誌
三
一
―
一
〇　
研
究
篇
〉
●
朴
容
海
●
一
九
四
一・一
〇

　

重
心
と
年
齢
・
発
育
・
栄
養
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の
統
計
と
分
析

③
疾
病

慶
尚
南
道
鎮
海
郡
普
通
学
校
一
部
朝
鮮
人
学
童
ニ
於
ケ
ル
検
血

検
便
並
ニ
蛔
虫
駆
除
成
績
ニ
就
テ〈
京
城
医
学
専
門
学
校
紀
要
一
〇
―
五
〉

●
末
藤
秀
雄
●
京
城
医
学
専
門
学
校
●
一
九
四
〇・五

　

�

児
童
の
多
数
が
寄
生
虫
を
保
有
し
、
貧
血
・
虚
弱
で
栄
養
不
良
で
あ

る
こ
と
を
分
析

朝
鮮
に
於
け
る
結
核
死
亡
に
就
て〈
満
鮮
之
医
界
二
三
二
〉

●
須
川
豊
・
原
藤
周
衛
●
満
鮮
之
医
界
社
●
一
九
四
〇・七

　

朝
鮮
の
統
計
の
不
備
と
結
核
の
実
際
を
分
析

黄
海
道
内
諸
地
方
に
於
け
る「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
」反
応
陽
性
率

〈
満
鮮
之
医
界
二
三
五
〉
●
武
藤
実
・
津
村
初
男
●
一
九
四
〇・一
〇

　

朝
鮮
人
の
結
核
罹
患
率
の
高
さ
を
示
す
史
料

生
活
様
式
及
び
保
健
上
よ
り
見
た
一
農
村
の
実
況

〈
調
査
月
報
三
一
―
一
〉●
方
山
烈
●
一
九
四
二・一

　

忠
清
南
道
唐
津
郡
松
獄
面
梧
谷
里
農
家
六
一
戸
の
調
査
報
告

朝
鮮
に
於
け
る
青
少
年
の
結
核

第
一
報　

男
子
中
学
校
生
徒
の
感
染
及
び
罹
患
状
態

〈
朝
鮮
医
学
会
雑
誌・
臨
牀
篇
三
―
五
〉●
加
藤
隆
●
一
九
四
三・一
〇

　

結
核
の
罹
患
率
と
栄
養
状
態
の
関
係
を
分
析

第
三
巻
＊
四
八
八
頁

Ⅴ　
人
口
移
動
・
労
働
力
移
動

農
村
労
力
調
整
に
関
す
る
一
課
題〈
朝
鮮
労
務
二
―
一
〉

●
中
谷
忠
治
●
朝
鮮
労
務
協
会
●
一
九
四
二・二

　

労
働
力
喪
失
が
朝
鮮
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析

昭
和
十
七
年
春
期
農
繁
期
労
務
調
整
に
関
し
て

〈
朝
鮮
労
務
二
―
二
〉●
石
井
辰
美
●
一
九
四
二・四

　

労
力
不
足
下
の
全
朝
鮮
の
春
期
農
繁
期
の
労
務
調
整
を
示
す
史
料

昭
和
十
七
年
送
出
満
州
開
拓
農
民
残
存
耕
地
及
財
産
負
債

〈
調
査
月
報
一
三
―
六
〉
●
一
九
四
二・六

〈
同
一
三
―
七
〉
●
一
九
四
二・七
●
農
林
局

　

昭
和
一
七
年
の
各
道
の
満
州
移
民
統
計
史
料

農
家
の
労
働
状
況
に
関
す
る
一
調
査〈
朝
鮮
農
会
報
一
八
―
二
〉

●
朝
鮮
農
会
調
査
課
●
一
九
四
三・二

　

農
業
に
お
け
る
女
子
労
働
力
の
比
重
の
高
さ
を
示
す
史
料

農
業
労
働
力
に
関
す
る
若
干
の
考
察〈
朝
鮮
労
務
四
―
二
〉

●
岩
田
龍
雄
●
一
九
四
四・三

　

戦
時
下
農
業
労
働
力
不
足
の
原
因
に
つ
い
て
の
分
析

農
村
人
口
移
動
調
査
報
告〈
調
査
月
報
一
五
―
一
〇
〉

●
朝
鮮
総
督
府
官
房
調
査
課
●
一
九
四
四・一
二

　

�

六
箇
部
落（
京
畿
道
・
全
羅
北
道
・
慶
尚
北
道
・
南
道
・
黄
海
道
・
平

安
北
道
・
咸
鏡
南
道
）
の
人
口
流
出
・
移
動
の
分
析

Ⅵ　
統
治
者
の
記
録
に
見
る
戦
時
下
民
衆
の
実
情

１　
秘『
経
済
治
安
日
報（
週
報
）』警
務
局
経
済
警
察
課（
抜
粋
）

①
緊
急
食
糧
対
策
実
施
状
況
●
一
九
四
二

　

緊
急
食
糧
対
策
実
施
ノ
反
響（
慶
尚
南
道
）〈
五
〇
輯
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
実
施
状
況（
慶
尚
南
道・平
安
北
道
）〈
五
一
輯
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
黄
海
道・慶
尚
南
道・全
羅
北
道
）〈
五
三
輯
〉

　

農
村
点
描（
京
畿
道
）〈
同
右
〉

　

食
糧
増
産
対
策
ノ
影
響（
黄
海
道
）〈
同
右
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
全
羅
北
道・慶
尚
北
道・忠
清
北
道
）〈
五
四
輯
〉

　

�

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
忠
清
北
道・南
道・慶
尚
北
道・全
羅
北
道
）　　

　
〈
五
五
輯
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
咸
鏡
南
道・全
羅
北
道
）〈
五
六
輯
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
慶
尚
南
道・北
道・江
原
道
）〈
五
七
輯
〉

　

緊
急
食
糧
対
策
関
係（
慶
尚
南
道・北
道・平
安
北
道・忠
清
南
道・全
羅

　
　

北
道
）〈
五
八
輯
〉

②
生
産
・
配
給
の
状
況
●
一
九
四
二・四
三

　

豆
腐
業
者
ノ
動
向（
平
安
南
道・慶
尚
南
道
）〈
一
二
輯
〉

　

燈
油
不
足
ト
其
ノ
対
策（
平
安
北
道
）〈
一
四
輯
〉

　

薪
ノ
供
出
状
況（
黄
海
道
）〈
二
一
輯
〉

　

内
地
産
小
麦
粉
ノ
需
給
状
況（
全
羅
南
道
）〈
五
四
輯
〉

　

麦
類
ノ
作
況（
咸
鏡
北
道
）〈
六
〇
輯
〉

　

農
作
状
況〈
同
右
〉

　

馬
鈴
薯
ノ
需
給
状
況（
慶
尚
南
道
）〈
六
一
輯
〉

　

水
稲
植
付
状
況（
全
羅
北
道
）〈
六
二
輯
〉

　

家
畜
ノ
飼
料
需
給
状
況（
咸
鏡
北
道
）〈
六
三
輯
〉

　

馬
鈴
薯
ノ
出
廻
状
況（
慶
尚
南
道
）〈
六
五
輯
〉

　

畜
牛
ノ
価
格
下
落（
慶
尚
北
道
）〈
六
六
輯
〉

　

肥
料
ノ
需
給
状
況（
京
畿
道
）〈
六
八
輯
〉

③
経
済
統
制
違
反
の
事
例
●
一
九
四
二・四
三

　

農
村
ニ
於
ケ
ル
金
融
状
況（
平
安
北
道
）〈
一
四
輯
〉

　

籾
共
販
時
ニ
於
ケ
ル
不
正
事
犯
検
挙（
全
羅
北
道
）〈
二
一
輯
〉

　

地
主
ノ
生
産
奨
励
金
不
正
交
付
取
締（
黄
海
道
）〈
二
三
輯
〉

　

供
出
穀
物
ニ
対
ス
ル
不
正
行
為
取
締（
全
羅
南
道
）〈
同
右
〉

　

生
活
必
需
品
ノ
売
惜
検
挙（
京
畿
道
）〈
同
右
〉

　

肥
料
ノ
一
斉
取
締（
全
羅
南
道
）〈
五
一
輯
〉

　

隠
匿
米
雑
穀
ノ
一
斉
検
索
実
施（
慶
尚
北
道
）〈
同
右
〉

　

生
鮮
食
料
品
ノ
一
斉
取
締
実
施（
慶
尚
北
道
）〈
同
右
〉

　

食
塩
不
足
ヲ
奇
貨
ト
セ
ル
販
売
業
者
ノ
不
正
行
為（
咸
鏡
南
道
）〈
五
三
輯
〉

　

不
正
配
給
ノ
一
斉
取
締
実
施（
慶
尚
北
道
）〈
六
〇
輯
〉

　

物
品
ノ
在
庫
数
量
等
一
斉
取
締（
慶
尚
北
道
）〈
六
八
輯
〉

　

蔬
菜
類
生
産
販
売
行
者
ニ
対
ス
ル
指
導
取
締（
全
羅
北
道
）〈
六
九
輯
〉

　

青
果
類
ノ
一
斉
取
締（
黄
海
道
）〈
同
右
〉

　

農
産
物
ノ
取
締（
咸
鏡
南
道
）〈
七
三
輯
〉

④
行
政
末
端
の
不
正
●
一
九
四
二

　

物
資
配
給
ヲ
繞
ル
愛
国
班
長
ノ
不
正
行
為（
京
畿
道
）〈
一
八
輯
〉

　

物
資
配
給
ヲ
繞
ル
面
書
記
等
ノ
不
正
行
為
取
締（
黄
海
道
）〈
二
〇
輯
〉

　

物
資
配
給
ヲ
繞
ル
面
長
ノ
専
横（
慶
尚
北
道
）〈
二
九
輯
〉

　

物
資
配
給
ヲ
繞
ル
愛
国
班
長
ノ
不
正
事
件
検
挙（
江
原
道
）〈
五
三
輯
〉

　

農
民
ノ
天
引
貯
蓄
忌
避
ヲ
利
用
セ
ル
金
融
組
合
ノ
不
正
事
件（
平
安

　
　

南
道
）〈
五
四
輯
〉

　

経
済
統
制
関
係
公
務
員
ノ
不
正
事
件
検
挙（
京
畿
道・平
安
南
道
）

　
　
〈
六
九
輯
〉

⑤
経
済
統
制
に
対
す
る
民
衆
の
動
向
・
言
動
●
一
九
四
一・四
二

　

童
心
ヨ
リ
見
タ
ル
村
ノ
噂（
咸
鏡
南
道
）〈
一
輯
〉

　

物
資
不
足
ヲ
繞
ル
流
言（
忠
清
北
道
）〈
八
輯
〉

　

農
民
ノ
言
動（
忠
清
北
道
）〈
一
一
輯
〉

　

朝
鮮
式
農
具
ノ
需
給
ニ
対
ス
ル
業
者
ノ
言
動（
忠
清
北
道
）〈
二
三
輯
〉

　

供
販
籾
ノ
隠
匿
手
段（
忠
清
南
道
）〈
四
六
輯
〉

　

籾
供
出
ニ
関
ス
ル
不
穏
言
動（
忠
清
北
道
）〈
五
一
輯
〉

　

経
済
統
制
ニ
対
ス
ル
民
心
ノ
動
向（
慶
尚
北
道
）〈
六
〇
輯
〉

　

経
済
統
制
ニ
対
ス
ル
農
民
ノ
言
動（
全
羅
北
道
）〈
同
右
〉

　

経
済
統
制
ニ
対
ス
ル
民
心
ノ
動
向（
平
安
南
道
）〈
六
一
輯
〉

　

農
耕
地
潰
廃
取
締（
京
畿
道
）〈
六
六
輯
〉

　

農
民
ノ
麦
綿
作
等
忌
避（
京
畿
道
）〈
七
一
輯
〉

　

�

畜
牛
購
入
資
金
貸
出
ニ
便
乗
セ
ル
農
民
ノ
資
金
流
用（
江
原
道
）〈
七
三

　
輯
〉

⑥
経
済
統
制
に
伴
う
離
村
・
移
動
●
一
九
四
一・四
二

　

小
作
農
ノ
転
業
状
況（
平
安
北
道
）〈
四
輯
〉

　

離
農
者
ノ
増
加（
黄
海
道
）〈
五
〇
輯
〉

　

食
糧
不
足
ニ
伴
フ
部
民
ノ
移
動（
江
原
道
）〈
五
二
輯
〉

　

食
糧
対
策
ノ
強
化
ト
肥
料
不
足
ニ
依
ル
離
農
状
況（
江
原
道
）〈
五
三
輯
〉

　
﹇
離
農
問
題
﹈（
咸
鏡
南
道
）〈
六
〇
輯
〉

⑦
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
●
一
九
四
二

　

旱
魃
ニ
伴
フ
影
響（
咸
鏡
南
道
）〈
五
九
輯
〉

　

旱
害
並
水
稲
移
植
状
況（
平
安
北
道
）〈
六
一
輯
〉

　

旱
害
状
況（
平
安
南
道
）〈
六
二
輯
〉

　

旱
魃
ニ
対
ス
ル
小
作
人
ノ
動
向（
慶
尚
北
道
）〈
六
三
輯
〉

　

旱
魃
ニ
因
ル
紛
争
発
生（
平
安
南
道
）〈
同
右
〉

　

旱
魃
ノ
労
務
需
給
ニ
及
ボ
シ
タ
ル
影
響（
全
羅
南
道・慶
尚
北
道
）

　
　
〈
六
八
輯
〉

２　
食
糧
事
情
を
繞
る
治
安
状
況
報
告（
抜
粋
）●
一
九
四
二

　

�

米
穀
収
穫
期
ニ
直
面
セ
ル
農
民
ノ
動
向
ニ
関
ス
ル
件
●
慶
尚
北
道
警

　
察
部
長

　

現
下
食
糧
事
情
ト
治
安
対
策
ニ
関
ス
ル
件
●
平
壌
地
方
法
院
検
事
正

　

食
糧
事
情
ヲ
繞
ル
管
内
治
安
状
況
●
清
津
地
方
法
院
検
事
正

　

�

食
糧
事
情
ヲ
繞
ル
管
内
治
安
状
況
ニ
関
ス
ル
件
●
海
州
地
方
法
院
検
事

　
正

　

�

秘
昭
和
十
八
米
穀
年
度
食
糧
対
策
実
施
ニ
伴
フ
部
民
動
向
等
ニ
関
ス

　

ル
件
●
慶
尚
北
道
警
察
部
長

　

食
糧
事
情
ヲ
繞
ル
管
内
治
安
概
況
●
釜
山
地
方
法
院
検
事
正

　

�

食
糧
事
情
ヲ
繞
ル
管
内
治
安
情
況
報
告
●
光
州
地
方
法
院
検
事
正

　
　
付
・
昭
和
十
八
米
穀
年
度
ニ
於
ケ
ル
米
穀
及
雑
穀
供
出
要
綱（
全
羅

　
　

南
道
）

　

食
糧
事
情
ヲ
繞
ル
管
内
治
安
情
況
報
告
●
光
州
地
方
法
院
検
事
正

３　
極
秘『
朝
鮮
検
察
要
報
』高
等
法
院
検
事
局（
抜
粋
）●
一
九
四
四・四
五

　
全
鮮
経
済
事
件
年
表　

昭
和
十
八
年〈
一
号
〉

　

国
民
学
校
児
童
の
食
糧
不
足
に
基
因
す
る
犯
罪〈
五
号
〉

●
新
義
州
検
事
正
報
告

　

平
壌
地
方
に
於
け
る
金
融
部
面
を
通
じ
て
見
た
る
経
済
治
安
概
況〈
六
号
〉

●
平
壌
検
事
正
報
告

　

全
鮮
闇
価
格
等
調
査
表〈
同
右
〉

　

京
畿
道
内
自
由
労
務
者
の
闇
賃
金
状
況〈
抄
録
〉〈
九
号
〉

●
京
城
検
事
正
報
告

　

新
興
所
得
者
層
の
生
活
実
態〈
一
〇
号
〉

●
京
城
検
事
正
報
告

　

糧
穀
供
出
に
絡
む
愛
国
班
長
等
の
与
党
暴
行〈
一
一
号
〉

●
瑞
興
検
事
報
告

　

昭
和
十
九
年
に
於
け
る
半
島
思
想
情
勢〈
一
三
号
〉

第
四
巻
＊
六
〇
〇
頁

『
昭
和
十
四
年
旱
害
誌
』●
朝
鮮
総
督
府
司
政
局
社
会
課
●
一
九
四
三・一
〇

　

朝
鮮
植
民
地
末
期
の
農
業
生
産
に
最
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
自
然�

　

災
害
の
記
録
。
こ
の
旱
害
に
よ
り
日
本
全
体
の
米
不
足
が
始
ま
っ
た
。

解
説
＝
植
民
地
支
配
末
期
の
朝
鮮
　
樋
口
雄
一

編
者
の
言
葉

植
民
地
支
配
と
は
な
に
か

樋
口
雄
一（
ひ
ぐ
ち
・
ゆ
う
い
ち
）

朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
は
ど
う
い
う
結
果
を
朝
鮮
人
に
も
た
ら
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
は
朝
鮮
人
人
口
の
八
割
を
占
め
て

い
た
農
民
、
特
に
そ
の
八
割
を
占
め
て
い
た
自
小
作
、
小
作
、
農
業
労
働
者
の

生
活
状
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
が
正

解
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

本
史
料
集
は
こ
の
問
い
に
答
え
る
べ
く
農
民
の
生
活
状
況
（
食
と
栄
養
、健
康
、

階
層
分
布
、
自
然
災
害
、
言
動
・
抵
抗
）
に
つ
い
て
の
史
料
を
中
心
に
構
成
し
た
。

そ
れ
も
客
観
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
朝
鮮
総
督
府
支
配
下
の
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ

た
文
書
史
料
を
中
心
に
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
が
認
め
た
事
実
で
あ
る
と
も
言
え

る
史
料
で
あ
る
。

食
と
健
康
に
注
目
し
た
の
は
、
食
の
確
保
が
人
々
の
生
活
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
基
本
条
件
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
。
人
々
は
食
の
問
題
解
決
の
た
め
に
働
き
、
行
動
し
、
移
動
す
る
。
総
督
府

支
配
下
の
朝
鮮
人
人
口
二
五
〇
〇
万
人
の
内
、
労
働
人
口
を
中
心
に
五
〇
〇
万

人
が
日
本
、「
満
州
」、
中
国
、
南
洋
な
ど
に
政
策
的
な
動
員
を
含
め
て
移
動
し
た
。

実
に
五
分
の
一
に
達
す
る
。
こ
の
た
め
一
九
四
二
年
か
ら
の
供
出
強
化
、
強
制

貯
蓄
、
イ
ン
フ
レ
、
労
働
力
不
足
は
農
民
生
活
に
そ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
を
も

た
ら
し
た
。
同
時
に
四
二
年
か
ら
三
年
連
続
の
凶
作
が
広
範
な
農
民
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
た
。
日
本
国
内
を
含
め
た
移
動
先
で
は
多
く
の
犠
牲
を
強
い
て
戦

後
世
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
史
料
の
示
す
農
民
の
生
活
は
植

民
地
支
配
が
な
ん
た
る
か
を
、
そ
れ
を
行
っ
た
日
本
と
日
本
人
に
問
い
か
け
て

い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
朝
鮮
民
衆
も
ア
ジ
ア
民
衆
が
受

け
た
被
害
と
同
様
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

各
巻
収
録
史
料


